
アクション・プラン(平成30年度改定版)

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度

１．電話等の質問対応 実証（精度検証）
導入（アジャイル型開発）フェーズ

（段階的なシステムリリースと継続的な機能改善、業務の在り方見直し）
導入準備

（データ整備等）

２．特許分類付与
(テキストに基づく付与)

実証
（精度・費用対効果確認）

導入（アジャイル型開発）フェーズ
（段階的なシステムリリースと継続的な機能改善、業務の在り方見直し）

３．先行技術調査
（検索式作成支援）

実証
（精度・費用対効果確認）

導入（アジャイル型開発）フェーズ
（段階的なシステムリリースと継続的な機能改善、業務の在り方見直し）

４．先行技術調査【新規】
（画像検索技術の特許図面への適用）

実証（精度検証・費用対効果の確認） 実証結果を踏まえ、導入可否検討

５．先行意匠調査
（平面的意匠の調査）

ソリューション案
再検討 実証（精度検証・費用対効果の確認） 実証結果を踏まえ、導入可否検討

７．指定商品・役務調査 実証
（精度・費用対効果確認）

導入準備
（OSSの活用等）

導入（アジャイル型開発）フェーズ
（段階的なシステムリリースと継続的な機能改善、業務の在り方見直し）

６．先行図形商標の調査 導入（アジャイル型開発）フェーズ
（段階的なシステムリリースと継続的な機能改善、業務の在り方見直し）

実証
（精度・費用対効果確認）

導入準備
（OSSの活用等）

（※）各事業の取組は、大まかな想定であり、実証の進捗状況、関連技術の開発の進展、その他の諸情勢により、変更がありうる。
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